
印
度
學
佛
教
學
研
究
第
四
十
八
巻
第

一
号

平
成
十

一
年
十
二
月

道
元
禅
と
雲
門
宗

に
関
す
る

一
考
察

―

特
に
善
暹
を
手
が
か
り
と
し
て
―

石

島

尚

雄

は
じ

め

に

道
元
禅
師

(以
下
道
元
と
略
称
)
の
著
述

で
あ
る

『正
法
眼
蔵
』
や

『永
平
広
録

』
の
中
で
、
そ

の
重
要
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
出
典
未
詳

の
も

の
が
あ

っ
た
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
『永
平
広
録
』

一
、
第
三
七

上
堂
等

の

「釈
迦
牟
尼
仏
言
、
明
星
出
現
時
、
我
与
大
地
有
情
、
同
時

成
道
。」
の
出
典
で
あ
る
。
そ
し
て
、
最
近
、
『続
灯
録
』
巻
三
の
開
先

善
暹

の
語
で
あ
る

「老
胡
也
祇
道
。
明
星
出
現
時
、
我
与
大
地
有
情
、

　
ユ
　

同
時
成
道
。
」

(Z
、

一
三
六
、
三
六
頁
b
l
c
)
が
そ
の
出
典
で
あ
る
こ

と
が
判
明
し
た
。
(拙
稿
、
「「大
地
有
情
同
時
成
道
」
再
考
」、
『曹
洞
宗
宗
学

研
究
所
紀
要
』
第
十
二
号
、

一
三
―
二
一
頁
参
照
)

と
こ
ろ
が
、
開
先
善
暹
に
つ
い
て
は
、
そ
の
生
没
年
が
不
詳
で
あ
り
、

未
だ
に
そ
の
活
躍
年
代
を
比
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
今
回

は
、
紙
数

の
関
係
も
あ
り
、
開
先
善
暹
の
活
躍
年
代
を
比
定
す
る
こ
と

に
絞

つ
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

一
、
開
先
善
暹

に

つ
い
て

の
資
料

と
そ

の
内
容

開
先
善
暹

の
伝
に
つ
い
て
は
、
『
五
灯
会
元
』
、
『続
灯
録
』
、
『普
灯

録
』
、
『続
伝
灯
録
』
に
見
出
さ
れ
る
が
、
い
ず
れ

の
資
料
も
生
没
年
す

ら
定
か
で
な
い
。
こ
れ
ら
を
総
合
し
て
ま
と
め
る
と
次
の
様
に
な
る
。

開
先
善
暹
は
臨
江
軍

の
出
身
で
あ
る
。
徳
山
慧
遠
の
法
を
嗣
ぐ
。
後

に
雪
蜜
重
顕

(九
八
〇
―

一
〇
五
二
)
に
至
り
、

「海
上
横
行
暹
道
者
」

と
そ
の
超
遭
な
る
力
量
を
誉
め
ら
れ
、分
座
を
許

さ
れ
る
程
に
な
る
が
、

「道
斬
心未
厨
嶺
南
能
」
と
述

べ
て
雪
寳

の
も
と
を
去
り
、
二
十
余
年
も

の
間
、
国
中
を
尋
ね
て
、
修
行
を
続
け
、
遂
に
無

心
の
地
を
得
る
こ
と

が
出
来
た
。
後

に
、
道
俗

の
希
望
に
応
じ
、
遂

に
開
先
に
法
を
開
き
、

以
後
十
八
年
、
開
先
に
住
し
祖
風
を
大
い
に
振
る
っ
た
。
嗣
法
の
弟
子

に
雲
居
了
元

(
一
〇
三
ニ
ー

一
〇
九
八
)
が
い
る
。
そ
し
て
、
先
に
道
元

の
引
用
し
た

「明
星
出
現
時
、
我
与
大
地
有
情
、
同
時
成
道
」
と
い
う

語
を
そ
の
開
堂

の
日
に
と
な
え
る
の
で
あ
る
。
以
上
、
伝

の
概
略
を
述

べ
た
が
、
善
暹

の
資
料

の
み
で
は
、
生
没
年
は
皆

目
分
か
ら
な
い
。
そ
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こ
で
活
躍
年
代
を
比
定
す
る
為
に
、
係
り
の
あ

っ
た
人
物
ま

で
範
囲
を

広
げ

て
、
次

に
考
察
し
た
い
。

二
、

善
暹

を

め
ぐ

る
人
物

に

つ
い
て

幸
い
な

こ
と
に
、
嗣
法
の
弟
子
の
雲
居
了
元
は
、
生
没
年
が
明
ら
か

な
の
で
、

了
元

に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
『続
灯
録
』
巻
六
に
、

盧
山
開
先
善
暹
禅
師
.法
嗣
。
雲
居
山
仏
印
禅
師
ハ、
譲
ハ了
元
、
姓
ハ林
氏
。
饒

　
マ

マ
　

州
浮
梁

,
人
ナリ
也
。
至

道
壬
申

、
六
月
六

日
二誕
生

.
。
…

(中
略
)

…
即
チ
遍

参
.
尋

ア、
遠
ク
造

コ盧

山
開
先
暹
禅
師
,
法
席

弓
、
投
機
シ
印
可

セ..
ル
。
叢
林

二抜
葦

シ出

ア
.ア為
契
ア宗
匠

↓
、

三
十
余
年

、
九
タ
ビ
坐
コ道

場
鴫
。

…

(中

略
)

…
元
符

元

年
、
元
正
七
日
、
写
ゆ
テ
偶
,
坐
⊃
滅
.
本
山

鴫。
(
Z
、
一
三
六
、
五

四
頁

b
I

c
)

と

あ

る
。

こ
れ

に

よ

る

と

、

善

暹

の
弟

子

の
了

元

は
、

至

(
明
)

道

壬

申

(
一
〇

三

二
)

六

月

六

日

に

誕
生

し

、
善

暹

の
法

席

に

投

機

し

て
印

可

せ

ら

れ

、

三

十

年

以
上

に

わ

た

つ
て
九

た

び

道

場

で
指

導

し

、

元

府

元

年

(
一
〇
九
八

)
に
示

寂

し

た

こ
と

が

分

か

る
。

こ
れ

に

よ

れ
ば

、
善

暹

に
印

可

を
受

け

て
か

ら

、
亡

く

な

る

ま

で

が

三

十

余

年

で
あ

る

か

ら
、

元

府

元

年

(
一
〇

九
八
)

か

ら

三
十

余

年
前

、

す

く

な

く

と

も

三
十

五

年

前

の
嘉

祐

八

年

(
一
〇
六

三
)
頃

に

は

、

善

暹

は
確

実

に
生

存

し

て

い
た

こ
と

が
推

定

で
き

る
。

な
ぜ

な

ら
ば

、

そ

の
時

に
実

在

し

て

い
な

け

れ
ば

、
弟

子

の
了
元

を
指

導

し
印

可

を

与

え

る

こ
と

は

で
き

な

か

っ

た
筈

で
あ

る

。

し

た

が

つ

て
、
善

暹

が
確

実

に
生

存

し

て

い
た

と

推

察

で
き

る

下

限

を

、

嘉

祐

八
年

(
三
〇
六

三
)

と

し

た

い
。

次

に
、

確

実

に

生
存

し

て

い
た

と

推

定

で
き

る
上

限

を

検

討

し

て
み

よ

う

。
善

暹

の
伝

記

に

よ

る

と

、

後

二
至
⊃雪
賓

イ
、
賓
与
に
テ
語

,、
喜
ゴ
其
.
超
遙
擁
,
、

目
テ
日
コ
海
上
横
行
,
暹
道

者

↓
。
(
『五
灯
会
元
』

一
五
、
Z
、

=
二
八
、

二
九
七
頁
b
)

と

あ

る
。

こ

れ

は
、

明

ら

か

に
雪

賢

に
参

じ

た

こ
と

を

示

し

て

い

る
。

そ

こ

で
、

こ

こ

に
手

懸

か

り

を
求

め

て
、
雪

寳

に

つ

い
て
検

討

し

て
み

よ

う

。

『
明

州

雪

費

山

資

聖

寺

第

六

祖

明
覚

大

師

塔

銘

』

に

、

…
。
禅
師

誰

ハ重
顕
、
字

ハ
隠
之
。
大
寂
九
世
之
孫

、
智

門
之
法
嗣
ナ
リ
也

。
俗

姓

ハ李
氏
。
母
.
文
氏
ハ
、
以
ゴ
太
平
興
国
五
年
四
月
八
日
↓
、
生
ユ
大
師
ヲ
於
遂
州

一
。
…
。
七
歳

ニシ
.ア有
ヨ
僧

ノ過
ン
ル其

ノ
門
↓
。
晩
二持

シ袈

裟
り
、
喜

ビ
バ
不
二自

.勝
瓢
。

聞
誹
梵
唄
之
声
り
、
輻
チ
泣

キ
下
.
。
父
母
問
助
二其
ノ
故

↓
、
懇
コ
請
.
出
家
り
。

父
母

執
シ
テ
不
レ
可
サ
。
師
不
ゆ
食

セ
者
累
四
日
ヲ
。
威
平
中
終

二
父
母
喪
.
。
…
。
落

髪
シ
テ

為
コ
弟
子
↓
。
…
。
住
二
持
ス
雪
賢
資
聖

弓。

…
。
師

住
持
ス
ル
。
ト
三
十

一
載
ナ
リ
。
度

コ
僧
七
十

八
人

り
。
…
。
其
夜
盟
浴
.
、
整
匹
衣
ヲ
側
臥
.
.ア而
滅
.
。
時
二皇

祐
四
年

六
月
十
日
。
俗
寿
七
十

三
。
僧
騰
五
十
夏
ナ
,
。
…
。

(『
明
覚
禅
師
語

録
』
巻

第
六
、
T
四
七
、
七

一
二
頁

a
-

c
)

と

あ

る
。

こ
れ

に

よ

れ
ば

、

重

顕

は

太
平

興

国

五

年

(九
八
〇

)

四
月

八

日

に
誕

生

し
、

七

歳

の
雍

煕

三
年

(
九
八
六
)

に
父

母

に
初

め

て
出

家

を

申

し
出

、
威

平

中

(九
九

八
-

一
〇
〇

三
)

の
父

母

の
死

を

ま

つ
て

出

家

し

、
雪

費

山

に

三

十

一
年

住

し

て
、

七

十

八

人

の
僧

を
度

し
、

皇

祐

四
年

(
一
〇
五

二
)
六

月
十

日

に
示

寂

し

た

こ
と

が

わ

か

る
。

「俗

寿

七

十

三
。

僧

騰

五

十

夏

。
」

と

あ

る

こ

と

か

ら

、

出

家

し

た

の

は
、

二

十

三

才

の
時

、
威

平

五

年

(
一
〇
〇

二
)

の
こ

と

で

あ

る

。
そ

し

て
、
父
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母
は
、
威
平
中
に
喪
す
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
威
平
元
年

(九
九
八
)
か

ら
威
平
五
年

(
一
〇
〇
二
)
の
問
に
あ
い
つ
い
で
亡
く
な

っ
て
い
る
。
ま

た

「住
持
三
十

一
載
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
逆
算
し
て
、
乾
興
元
年

(
一
〇

二
二
)
か
ら
皇
祐
四
年

(
一
〇
五
二
)
ま
で
、
雪
寳
山
に
住
し
た
こ
と
が

明
ら
か
と
な
る
。

以
上
の
こ
と
を
ふ
ま
え
て
善
暹

の
こ
と
を
考
え
る
と
、
明
ら
か
に
年

長
者
と
思
わ
れ
る
重
顕

の
生
誕

の
年

の
九
八
〇
年
に
は
、
善
暹
は
未
だ

誕
生
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
重
顕
が
出
家
し
た

一
〇
〇
二
年

に
は
、
善
暹
は
、
そ
の
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
な

い
。
し
た
が
つ

て
善
暹
が
重
顕
の
指
導
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
の
は
、

三
〇
二
二
年

か
ら

一
〇
五

二
年
の
問
に
限
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
、
善
暹
が

重
顕
か
ら

「海
上
横
行
暹
道
者
」
と
誉
め
ら
れ
た
の
は
、

一
〇
二
二
年

か
ら

一
〇
五

二
年
の
間
の
出
来
事
に
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
重
顕

の

示
寂
の
年

の

一
〇
五
二
年

に
は
善
暹
は
確
実
に
生
存
し
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
重
顕
が
生
き
て
い
る
う
ち
に
、
善
暹
が
そ
の

指
導
を
受
け
ら
れ
る
様
な
青
年
僧
に
成
長
し
て
い
な
け
れ
ば
、

「海
上

横
行
暹
道
者
」
と
い
う
よ
う
に
重
顕
か
ら
誉
め
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き

な
い
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
更
に
、
明
ら
か
に
年
下
の
弟
子
で
あ
る
了
元
が
生
ま
れ
た
の
は
、

一
〇
三
二
年

で
あ
る
か
ら
、
善
暹
が
生
ま
れ
た
の
は
、
そ
れ
以
前
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

つ
ま
り

一
〇
三
二
年
に
は
、
善
暹
は
生
存
し
て
い

な
け
れ
ぼ
な
ら
な

い
。
こ
の
こ
と
か
ら
善
暹
が
生
ま
れ
た

の
は
、
年
長

者

の
重

顕

の
生

ま

れ

た

九

八

〇

年

か
ら

、
弟

子

了
元

が
生

ま

れ

た

三
〇

三

二
年

の
間

で
あ

る

こ
と

に
な

る
。

さ

て
、

雪

蜜

重

顕

が

住
持

を

始

め

た

一
〇

一
一
二
年

か

ら
、

弟

子

了

元

の
生

ま

れ

た

一
〇

三

二
年

の
問

に
起

き

た
重

要

な

出
来

事

を
考

え

て

み

た

い
。

善

暹

が
重

顕

に

「
海

上

横

行

暹

道

者

」

と

誉

め

ら

れ

た

の

は

、

い

つ
頃

の
出

来

事

な

の

で
あ

ろ
う

か
。

そ

の
事

を

こ

こ
で
考

察

し

て

み

よ

う
。

『
五

灯

会

元

』

一
五

に

、

三
更

.
月
下

二離

ユ巌

寳
ヨ
、
春
春
ト
シテ
無
け
言
恋
コ
碧
層

↓。
二
十
余
年

四
海
ノ
間

二、

尋
瞬
師

.澤
匠
友

.未
コ
嘗
テ
閑
せ
.。
今
朝
得

レ到
三」ト
ヲ
無

心
.
地

弓、
却
テ
被
勲
無

心

二　

二出

セ山

9。

(Z
、

一
三
八
、

二
九
七
頁
b
)

と

あ

り
、

ま

た

、

『
続

灯

録

』

三

に
、

後

二出

二
世
シ
開
千

弓。
住

ス
ル
,
ト
十
八
年
。
大

二振
功
祖

風
↓
。

(
Z
、

一
三
六
、
三

六
頁

b
)

と

あ

る
。

つ
ま

り
、

雪

費

を
辞

し

て
か

ら

二
十

年

以

上

も

国
中

を

修

行

し

て
ま

わ

り

、
開

千

に
十

八

年

住

持

し

た

の

で
あ

る
。

し

た

が

っ

て

い

か

に
少

な

く

見
積

つ

て
も

、

三

十

八

年

間

は
生

存

し

、

活

躍

し

て

い

た

の

で
あ

る
。

こ

こ

で
、

善

暹

が
確

実

に

生
存

し

て

い
た

と

推
定

で
き

る

下

限

の
年

の
嘉

祐

八
年

(
一
〇
六

三
)

を

思

い
起

こ
す

必

要

が

あ

る
。

こ

こ

か

ら

、

三

十

八

年

逆

算

し

た

天

聖

三
年

(
一
〇

二
五

)

は

何

を

意

味

す

る

の

で

あ

ろ

う

か
。

こ
れ

は
、

い
か

に

遅

く

と

も

、
こ

の

三
〇

二
五

年

ま

で

に

、

善

暹

は
重

顕

と

相

見

し

て

「海

上

横

行

暹

道

者

」

と

誉

め
ら

れ

た

こ

と
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を
意
味
す

る
。
実
際
は

「二
十
余
年
」
と
あ
る
か
ら
、
そ
れ
よ
り
も
以

前

で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
重
顕
が
雪
賢
に
住
し
始
め
た

一
〇
二
二

年
と
決
し

て
矛
盾
し
な
い
。
し
た
が

つ
て
、
善
暹
が
重
顕
と
相
見
し
て
、

「海
上
横
行
暹
道
者
」
と
誉
め
ら
れ
た

の
は
、

一
〇
二
二
年
か
ら

一
〇

二
五
年

の
間

で
あ
る
こ
と
が
確
実
視
さ
れ
る
。
善
暹
は

一
〇
二
五
年
以

後
は
確
実

に
生
存
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
そ
れ
故
に
善
暹
が

確
実
に
生
存

し
て
い
た
と
推
定
で
き
る
上
限
を
、
天
聖
三
年

(
一
〇
二

五
)
と
し
た

い
。

こ
の
推
定
は
、
重
顕
、
善
暹
、
了
元
の
伝
記
資
料
か

ら
高

い
蓋
然
性
を
も
っ
て
導
き
出
さ
れ
る
結
論
で
あ
る
。
よ
っ
て
開
先

善
暹

(
?

1

一
〇
二
五
ー

一
〇
六
三
1

?
)
は
十

一
世
紀
中
葉
に
そ
の

活
躍
年
代
を
比
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

お
わ

り
に

道
元

(
一
二
〇
〇
ー

一
二
五
三
)
は
、
そ
の
著
述

の
中

に
、
「明
星
出

現
時
。
我
与
大
地
有
情
。
同
時
成
道
。
」
と

い
う
語
句
を
数
多
く
引
用

し
拮
提
し

て
い
る
。
そ
れ
を
列
挙
す
る
と
、
『永
平
広
録
』

で
は

一
巻

第
三
七
上
堂
、
三
巻
第
二
四
〇
上
堂
、
『正
法
眼
蔵
』
で
は

「行
持
上
」

巻
、
「古
鏡
」
巻
、
「渓
声
山
色
」
巻
、
「説
心
説
性
」
巻
、
「発
無
上
心
」

巻
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
道
元
の
、
釈
尊
観
、
悟
道
観
を
知
る
上
で
極

め
て
重
要
な
語
句
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
出
典
は
い
ま
ま
で

詳
ら
か
で
は
な
か

つ
た
。
今
回
、
そ
の
出
典
は
、
『続
灯
録
』
巻
三
の

「老
胡
也
祇
道
。
明
星
出
現
時
。
我
与
大
地
有
情
。
同
時
成
道
。」
(z
、

=
三
ハ
、
三
六
頁
b
l
c
)
と
い
う
開
先
善
暹

(
?
1

一
〇
二
五
-

一
〇

六
三二
ー

?

)
の
語
句
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

善
暹
は
、
雲
門
文
優

(八
六
四
-
九
四
九
)
1
讐
泉
仁
郁
1
徳
山
慧
遠

i
開
千
善
暹
-
雲
居
了
元

(
三
〇
三
ニ
ー
一
〇
九
八
)
と
法
灯
の
連
な
る

雲
門
宗

の
人
で
あ
る
が
、
そ
の
生
没
年
は
不
詳

で
あ
る
。
故
に
、
今
回

は
、
そ
の
活
躍
年
代
を
比
定
す
る
作
業
を
試
み
た
訳
で
あ
る
。
嗣
法
の

弟
子

の
雲
居
了
元
は

一
〇
九
八
年
に
没
し
て
い
る
が
、
そ
の
伝
記
に
よ

れ
ば

「出

ア,ア為
辺
ア宗
匠
↓
。
三
十
余
年
。
」
と
あ

る
の
で
、
そ
の
教
化

の

期
間
は
三
十
年
以
上
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
少
な
く
と
も
三
十
五
年
逆

算
し
た

一
〇
六
三
年
は
、
そ
の
師

の
善
暹
は
確
実
に
生
存
し
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
、
そ
の
時
既
に
示
寂
し
て
い
た

の
で
は

弟
子

の
了
元
に
印
可
を
与
え
る
こ
と
は
出
来
な

い
か
ら
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
こ
の

一
〇
六
三
年
は
善
暹
が
確
実
に
生
存
し
て
い
た
と
推
定

で
き
る
下
限
の
年
に
な
る
。

次
に
善
暹
は
、
雪
畜
董

顕

(九
八
〇
i

一
〇
五
二
)

に
参
じ
て
、
「海

上
横
行
暹
道
者
」
と
誉
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、

こ
の
参
学
の
時
期
を

考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
確
実
に
生
存
し

て
い
た
上
限
を
知
る

こ
と
が
出
来
る
。
重
顕
が
雪
費
山
に
住
し
て
教

化
し
た
の
は
、
『明
覚

大
師
塔
銘
』
に
よ
れ
ば
、

一
〇
二
二
年
か
ら

一
〇
五
二
年
ま
で
の
三
十

一
年
間
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
善
暹
が
重
顕

に
参
じ
た
の
は
、

一
〇

二
二
年
以
後

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
他
方
、
善
暹
の
伝
記
に
よ
れ
ば
、

「三
更
月
下
、
離
巌
賓
、
…
。
二
十
余
年
四
海
間

、
尋
師
澤
友
、
未
嘗
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閑
。」
と
あ
り
、
更
に

「後
出
世
開
千
、
住
十
八
年
。」
と
あ
る
こ
と
か

ら
、
少
な
く
と
も
重
顕
の
も
と
を
辞
し
て
か
ら
、
三
十
八
年
間
は
生
存

し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
そ
の
生
存
が
確
実
に
推
定
で

き
る

三
〇
六
三
年
か
ら
逆
算
す
る
と
、

一
〇
二
五
年
と
い
う
年
が
浮
び

上
が
っ
て
く
る
。
実
際
は

「二
十
余
年
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら

一
〇
二

五
年
以
前

に
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
よ
つ
て
、
重
顕
が
雪
賢
山
に
住

し
始
め
た

一
〇
二
二
年
か
ら

一
〇
二
五
年

の
間
に
、
善
暹
は
重
顕
と
相

見
し
て

「海
上
横
行
暹
道
者
」
と
誉
め
ら
れ
た
こ
と
に
に
な
り
、

一
〇

二
五
年
以
降
は
必
ず
生
存
し
て
い
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
よ
つ
て
善
暹

は
、

一
〇

二
五
年
か
ら

一
〇
六
三
年

の
間
は
そ
の
生
存
が
確
実
で
あ
る

こ
と
が
こ
こ
に
推
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、

『正
法
眼
蔵
』
等
に
、
善
暹

の
語
句
を
引
用
し
た
道
元

(
一

二
〇
〇
1

一
二
五
三
)
は
、
十
三
世
紀
前
半
が
そ
の
活
躍
年
代
で
あ
り
、

そ
の
道
元
が
重
視
し
た

「明
星
出
現
時
。
我
与
大
地
有
情
。
同
時
成

道
。
」
と
い
う
語
句
を
初
め
て
述
べ
た
善
暹

(
?
1

三
〇
二
五
-

一
〇
六

三
i
?
)
は
、
十

一
世
紀
中
葉

に
そ
の
活
躍
時
期
を
比
定
し
得
る
。
十

一
世
紀
前
半
に
は
、
雲
門
宗
中
興

の
祖
雪
寳
重
顕

(九
八
〇
1

一
〇
五

二
)
が
出
世
し
、
『雪
寳
頒
古
』
を
撰
述
す
る
な
ど
し
て
そ
の
門
風
が
大

い
に
振

つ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
善
暹

(
?
1

一
〇
二
五
-

一
〇
六
三二

ー
?
)
は
、

そ
の
中
興
の
祖
で
あ
る
重
顕
に
高
く
評
価
さ
れ
た
雲
門
宗

の
禅
匠
で
あ

る
。

と
こ
ろ
で
、
道
元
門
下
を
見
る
に
、
「道
元
ー
懐
弊
-
義
介
-
螢
山

紹
瑛
」
と
法
灯
の
続
く
道
元
下
四
世
の
弟
子
螢
山

(
一
二
六
八
―
一
三
二

五
)
は
、
日
本
曹
洞
宗
で
は
太
祖
と
仰
が
れ
る
人
物

で
あ
る
が
、
そ
の

著
述

の

『伝
光
録
』
に
、

師
於
二正
安
二
年
正
月
十
二
日
一始
請
益
、
釈
迦
牟
尼
仏
、
見
明
星
悟
道
日
、
我

与
二大
地
有
情
一同
時
成
道
、
…
、
(中
略
)
…
、
釈
迦
牟
尼
仏
成
道
ス
ル
ト
キ
、

大
地
有
情
モ
成
道
ス
、
…
、
(『曹
洞
宗
全
書
』
宗
源
下
、
二
七
八
頁
上
-
下
)

と
善
暹

の
語
句
を
引
用
し
て
拮
提
し
て
い
る
。

こ
れ
を
見
る
と
開
先
善

暹

(
?
―

一
〇
二
五
―

一
〇
六
三
―

?
)
が
、
道

元

(
一
二
〇
〇
1

一
二

五
三
)
や
螢
山

(
一
二
六
八
-

一
三
二
五
)
に
与

え
た
影
響
は
計
り
知
れ

な
い
も
の
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
こ
に
道

元
禅
と
中
国
雲
門
宗
の

た
だ
な
ら
ぬ
関
係
が
見
出
せ
る
。
か
く
し
て
、
今
後
、
重
顕
や
善
暹
を

中
心
と
し
た
中
国
雲
門
宗
の
思
想
的
解
明
が
待

た
れ
る
所
以
が
こ
こ
に

見
出
せ
る
の
で
あ
る
。

1

『
続
灯
録
』
巻

三
に
、

「…
迄
至
山
僧
、

二
千
余
年
。
月

燭
慧
灯
、
星
排
道
樹

。
人
天
普
照
、
凡
聖

斉

栄
。
且
道
承

甚
麼
人
恩
力
。
老
胡
也
祇
道

。
明
星
出

現
時

。
我
与
大
地

有
情

。
同
時
成
道
。
」

(
Z
、

一
三
六
、

三
六
頁

b
―

c
)
と
あ

る
。

〈
キ
ー

ワ
ー
ド
〉

道
元
、
大
地
有
情
同
時
成
道
、

開
先

善
暹
、
雲
門
宗

(曹
洞
宗
総
合
研
究

セ
ン
タ
ー
宗
学
研
究
部
門
研
究

員
)
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